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九都県市合同防災訓練を視察

　地震被害を最小限に食い止める、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎
市、さいたま市、千葉市、相模原市による合同防災訓練。11月7日に横浜市内会場で
実施され、岸田総理も出席し、市民の命を守り抜く連係と訓練の成果を拝見しました。

行政のデジタル化推進へ意見交換
　11月10日はデジタル化推進特別委員会での市内視察。イン
フォラウンジ（都筑区）を訪問し、Code for YOKOHAMAの皆
さまと市役所のデジタル化をテーマにグループディスカッショ
ン。それぞれICT分野を専門とする若手実践者の皆さまとの議
論に、大いに啓発を受けました。

消防団の任務と訓練！
　秋は防災強化の季節。金沢消防団第一分団の一員として、11月6日は富岡西地区の防災フェス
タを支援、13日は震災による断水を想定した長距離送水訓練、15日は火災予防広報、21日は定
例の器具取り扱い訓練と、充実した活動・訓練に汗を流しました。

横浜こどもホスピス「うみとそらのおうち」がオープン！

　金沢区六浦東地域の平潟湾や野島を望む風光明媚な環境に民設民営で開設。横浜市は土地を無償貸
与し、人件費の一部を補助しています。11月18日に田川尚登・代表理事の案内で施設を内覧。建物の設
計・デザインはもちろん調度品の細部に至るまで配慮が尽くされており、病気と闘う子どもたちとそのご家
族へ寄せる深い想いに感銘を受けました。関係者全ての皆さまの真心の結晶である素晴らしい施設を、大
切に支えていきます。

11月30日（火）～12月21日（火）まで

横浜市会 令和3年 
第4回定例会が開会中
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　それぞれの事業者が抱えた複雑な課題の解消に向け、きめ
細かな相談支援を継続して頂きたい。

　外郭団体であるＩＤＥＣ横浜において特別経営相談窓口、小
規模事業者コロナ禍特別相談窓口を開設し、業務改善や生
産性向上に資する設備投資の助成金につなげました。また、
市内金融機関などと連携し、それぞれの特性を活かした幅広
い支援を行っています。

　経済と賑わいの復興に向け、中小企業や商店の安定した経営と成長が欠かせない一方、コロナ禍で累積した
資金繰りのための借金返済、休業支援金などが切られた後の事業継続など、これから重い課題が顕在化します。
そうした中小企業・商店を支える観点から、経済局の各施策について、公明党市議団を代表して質疑を行いまし
た。以下、抜粋してご報告します。

事業者に寄り添った相談支援を

決算特別委員会（10月21日）の論戦より

質問の詳細は、市会ホームページでもご覧になれます。
https://gikaichukei.city.yokohama.lg.jp/

横浜市会インターネット中継もご覧ください

担当部長答弁

　デジタル化による生産性の向上について、「何から取り組め
ば良いかわからない」といった声も聞こえており、IT関連の知
識がある人材が少ないことも課題です。

　企業の成長にとって、デジタル化は欠かすことのできない
重要な要素です。現場の声をしっかりと把握し、中小企業の
皆様のデジタル化を力強く後押しできるよう、助成金額の拡
充などについて検討します。

中小企業のデジタル化の推進

局長答弁

商店街の空き店舗対策
　商店街の持続化に向けた中長期的な課題として、空き店
舗対策が重要です。

　これまでに空き店舗での開業・改修の助成、出店に関心の
ある方を対象に、経営セミナーや商店街ツアーを実施してい
ます。今後は商店街と連携しながら、開業希望者を対象とし
た商店街での出店体験イベントなどを進めていきます。

担当部長答弁

商店街の組織力向上へ
　商店街活動の持続化、活性化のためには、人材育成など組
織力を向上させる取組も必要です。

　令和３年度から商店街組織持続化支援事業を開始し、次
世代の担い手となる若手育成やＩＣＴ導入支援、専門家による
経営相談や、事務局機能の支援などを通じて、商店街組織の
持続化を支援しています。

局長答弁

南部市場の活性化とさらなる活用
　地元の商店や飲食店とさらに連携して、地域経済の好循
環への寄与とともに、より魅力的な施設へ成長を遂げて頂き
たい。

　地元・各店舗の名産品販売会、商店街に足を運んでいただ
けるスタンプラリーを企画するなど、南部市場が地域活性化
に寄与する拠点となるよう取組を進めていきます。

　横浜市中央卸売市場が、東京の大規模市場への一極集中
やＥＣサイトを始めとした多様な流通・販売網との競争など、
厳しい環境の変化に対応できるよう南部市場の物流エリア
機能のさらなる活用を図るべき。

　南部市場には衛生的な加工場や冷蔵施設が整備されてお
り、また令和２年に卸売市場法が改正され、本場で取引され
る商品を産地から直接南部市場に搬送することが可能とな
りました。こうした機能を活かし、市場全体の取引量拡大を目
指します。

担当理事答弁

担当理事答弁

ウィズコロナ・アフターコロナの
経済と賑わいの復興へ


